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ア
メ
リ
カ
の
投
資
家
、
ウ
ォ
ー
レ
ン
・

バ
フ
ェ
ッ
ト
氏
が
、
慈
善
団
体
に

３
７
４
億
ド
ル
を
寄
付
し
た
と
い
う

ニ
ュ
ー
ス
を
覚
え
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

日
本
円
に
し
て
約
４
兆
円
。
こ
の
金
額

の
多
さ
は
、
当
時
日
本
で
も
か
な
り
話

題
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
極
端
な
例
と
い

え
る
が
、
実
際
ア
メ
リ
カ
人
に
と
っ

て
、
収
入
の
１
割
を
寄
付
す
る
こ
と
は

特
別
な
こ
と
で
は
な
い
と
い
う
。
そ
し

て
寄
付
同
様
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

も
積
極
的
だ
。　

「
ア
メ
リ
カ
人
に
と
っ
て
、
寄
付
と
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
同
じ
意
味
合
い
を

持
っ
て
い
ま
す
。
多
く
の
人
が
、
率
先

し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
、

時
間
の
な
い
人
た
ち
は
寄
付
を
す
る
と

い
う
ケ
ー
ス
が
多
い
で
す
ね
」と
語
る

の
は
在
日
１
年
の
会
社
員
ダ
ニ
エ
ル
・

シ
ェ
ー
フ
ァ
ー
さ
ん
だ
。
ダ
ニ
エ
ル
さ

ん
自
身
、
学
生
時
代
に
貧
し
い
人
た
ち

の
た
め
に
食
料
品
の
寄
付
を
募
る
活
動

に
参
加
し
た
経
験
が
あ
る
。
ア
メ
リ
カ

で
は
、
一
部
の
人
た
ち
が
人
助
け
の
た

め
に
気
負
っ
て
行
う
も
の
で
は
な
く
、

老
若
男
女
を
問
わ
ず
、
各
自
が
自
ら
の

能
力
や
時
間
に
応
じ
て
無
理
な
く
参
加

し
て
い
る
と
い
う
。

　

英
語
を
習
得
で
き
て
い
な
い
留
学
生

の
た
め
に
事
務
書
類
や
授
業
の
リ
ポ
ー

ト
を
代
筆
し
て
い
た
と
い
う
在
日
10
年

の
英
語
教
師
、
フ
ィ
ル
・
ス
テ
ィ
ル

ウ
ィ
ル
さ
ん
は
、
自
分
の
好
み
や
能
力

に
合
わ
せ
て
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
多
様
性
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
語
る
。

「
教
会
や
赤
十
字
へ
の
寄
付
、
ホ
ー
ム

レ
ス
支
援
活
動
、
子
供
た
ち
に
ス
ポ
ー

ツ
を
教
え
た
り
、
福
祉
施
設
で
歌
っ
た

り
、
教
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
参
加
し
た
り
と
様
々
な
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
高
校
生

が
病
院
内
で
看
護
師
の
補
助
的
な
仕
事

を
行
う
た
め
の
団
体
や
、
街
の
風
紀
を

取
り
締
ま
る
団
体
な
ど
も
あ
り
、
多
種

多
様
な
活
動
の
中
か
ら
興
味
の
あ
る
も

の
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
」

　

更
に
ア
メ
リ
カ
で
は
ど
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
に
い
た
か
が
社
会
的
信

用
を
得
る
手
段
に
な
る
と
い
う
側
面

も
あ
る
。
い
わ
ば
日
本
で
い
う
学
歴

や
資
格
と
同
じ
役
割
を
果
た
す
わ
け

だ
。
こ
う
し
た
社
会
的
背
景
も
あ
る

た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し

て
若
い
と
き
か
ら
社
会
に
参
加
し
や

す
く
、
社
会
貢
献
し
た
い
と
い
う
精

神
、「
ボ
ラ
ン
タ
リ
ズ
ム
」が
育
ち
や

す
い
環
境
が
整
っ
て
い
る
。

ボランタリズム
社会貢献と はに学ぶ

意欲的に地域コミュニティの活
動に参加したいという人が多い
アメリカでは、ボランティア活動
を支える基盤が発達していると
思います。

フィル・スティルウィルさん アメリカ合衆国
ハリウッドセレブたちの献身的な慈善活動の

ニュースを耳にすることも多いだろう。

こうした“ボランティア活動”は

セレブたちに限ったことではなく、

大小の差こそあれアメリカでは

ごく一般的に行う人が多いという。

アメリカ人はなぜボランティアに積極的なのか。

アメリカの“ボランタリズム”を紹介する。

ア
メ
リ
カ
人
に
と
っ
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
？

Please teach your volunteer experience

概要

国　　名 ： アメリカ合衆国　United States of America
人　　口 ： 約3億人
首　　都 ： ワシントンD.C.
国　　土 ： 962.8万平方キロメートル（50州）
言　　語 ： おもに英語
宗　　教 ： おもにキリスト教（信教の自由を憲法で保障）
通貨単位 ： 米ドル
平均寿命 ： 約78歳（2006年）
国民1人当たりの国内総生産 ： 45,845ドル（2007年）

いまは仕事が忙しいから、
寄付をしているわ。

マリー・ジョンソンさん

環境保護に大変興味を持っ
ているので、ホープ・イン
ターナショナル開発機構や
WWF＊に自社の売り上げの
５％を毎年寄付しています。

 イロ・ケントさん

祖父の代からクリスマスになるとサン
タクロースの衣装を着て近所の子
供たちにプレゼントを配っています。 
いつか僕もサンタになるでしょう。

ダニエル・シェーファーさん

ボランティアを通して
多くの出会いもあるし、
楽しいわよ。

エマ・スミスさん

＊ WWF：World Wide Fund for Nature。100 カ国以上で活動する世界最大の自然保護NGO。
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
積
極
的
な
文

化
が
生
ま
れ
た
理
由
を
、
ア
メ
リ
カ
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
詳
し
い
市
民
社

会
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
村
上
徹
也
氏
は

こ
う
語
る
。

「
ア
メ
リ
カ
は
も
と
も
と
広
大
な
新
大

陸
に
、
世
界
中
か
ら
あ
ら
ゆ
る
人
種
が

移
り
住
み
、
短
期
間
で
国
家
を
築
い
て

き
た
国
。
も
ち
ろ
ん
最
初
は
政
府
や
行

政
な
ん
て
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
内
で
力
を
合
わ
せ
て
教
会
や
学
校

を
建
て
、
生
活
の
基
盤
を
整
え
ま
し
た
。

更
に
、
社
会
の
ル
ー
ル
も
自
分
た
ち
で

作
っ
て
き
た
の
で
す
。
解
決
す
べ
き
社

会
課
題
が
生
じ
た
と
き
、
市
民
が
自
発

的
に
組
織
を
作
り
対
処
す
る
の
は
ア
メ

リ
カ
の
伝
統
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
意
識
は
現
在
も
受
け
継

が
れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
す

る
の
は
当
然
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い

る
の
で
す
」

　

こ
う
し
た
歴
史
的
背
景
か
ら
、
ア
メ

リ
カ
人
は
政
府
に
頼
り
き
る
の
で
は
な
く

「
自
分
た
ち
の
街
を
自
分
た
ち
で
清
潔

に
す
る
の
は
当
た
り
前
」「
自
分
た
ち
の

街
で
困
っ
て
い
る
人
が
い
た
ら
支
援
す

る
の
が
当
た
り
前
」と
い
う
考
え
が
根

付
い
た
と
い
え
る
。

　

個
人
や
地
域
の
助
け
合
い
の
精
神
か

ら
生
ま
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
そ
の
後
、

国
家
に
よ
る
支
援
を
得
て
、
よ
り
大
き

な
活
動
へ
と
発
展
し
た
。

　

１
９
２
９
年
の
ア
メ
リ
カ
株
の
大
暴
落

（
暗
黒
の
木
曜
日
）か
ら
始
ま
っ
た
世
界

大
恐
慌
の
時
代
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
る
国
立
公
園
の
整
備
や
建
設
事
業
を

行
う「
市
民
保
全
部
隊
」が
組
織
さ
れ
、

何
百
万
人
も
の
失
業
者
が
参
加
し
た
。

ま
た
、
東
西
冷
戦
期
に
は
、
当
時
の
大

統
領
、
ジ
ョ
ン
・
Ｆ
・
ケ
ネ
デ
ィ
に
よ
っ
て

海
外
協
力
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う

青
年
た
ち
の「
平
和
部
隊
」が
創
設
さ
れ

た
。
更
に
国
内
の
貧
困
問
題
に
立
ち
向

か
う「V

IS
TA

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
イ
ン
・

サ
ー
ビ
ス
・
ト
ゥ
・
ア
メ
リ
カ
）」が
創
設

さ
れ
、
大
き
な
成
果
を
挙
げ
て
き
た
。

　

ア
メ
リ
カ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

は
、
地
域
社
会
へ
の
貢
献
は
も
ち
ろ

ん
、
国
家
的
な
問
題
を
解
決
す
る
た

め
に
欠
か
せ
な
い
活
動
に
発
展
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

社 会 貢 献 と は

ボランタリズム アメリカ
に 学 ぶ

アメリカ大陸を横断しながら
パーク・ボランティア活動を体験

　環境省に勤務する

鈴木渉さんは、2003

年から２年間、アメリ

カに滞在し、国立公園

局と魚類野生生物局

で実務研修に参加し

た。この研修内容が一

風変わっている。アメ

リカの国立公園で、パーク・ボランティアとして植林や

野生動物、森林などの調査に携わったというのである。

　しかも、自力で交渉し、スタッフとして契約し、夫婦で

国立公園内に住み込んで働いたという。

　「海外研修に行くことが決まった当初は、アメリカの大

学院に留学する予定だったんですが、仕事の都合で入学

のタイミングを逃してしまったんです。そのため、スタッ

フを募集している国立公園を探し、ボランティアとして

研修を開始することになりました」と語る鈴木さん。

　2003年３月から12月までケンタッキー州のマンモス

ケイブ国立公園、2004年１月から10月までカリフォルニ

ア州のレッドウッド国立公園で実務研修に就いた鈴木さ

ん。当初は「ボランティア」だからという甘えがあったとい

うが、研修が始まりすぐに責任の重さを痛感した。

　「すぐに資源管理

モニタリング調査な

どの仕事を任される

ようになりました。無

給とはいえ勤務時間

管理などもしっかり

していて、ボランティ

アというよりも“無給

職員”というイメージ

でした。それと同時に

待遇の良さにも気付

きました。長期ボラ

ンティアには“ボランティア・ハウス”と呼ばれる無償の

宿舎が用意されます。冷暖房はもちろん、家具や食器まで

生活に必要なものはすべてそろった快適な住まいでし

た。更にボランティアに対する表彰や食事会があり、業務

中のケガなどに対する国の保険も適用されることにも驚

きましたね」

　マンモスケイブ国立公園では、チェスナッツというク

リの木の仲間の植林作業などを行い、次の赴任先レッド

ウッド国立公園ではこの土地固有のレッドウッドの原生

林の保全作業を行った。研修中にはヨセミテ国立公園、イ

エローストーン国立公園、アラスカのデナリ国立公園な

ど、様々な公園を訪れ、リポート作成のために現地のス

タッフのインタビューを行った。

　「どの公園でも、パーク・ボランティアと分かるととて

も親切に接してくれたことは忘れられません。公園の管

理の中で役立っている、期待されていることが実感でき、

誇りを持って働くことができました」

　鈴木さんは、パーク・ボランティアの活動を通してア

メリカにおけるボランティアの役割の大きさを知った。

鈴木 渉氏
環境省 自然観光局 自然環境計画課勤務。
2003年から２年間の研修期間中、アメリカ
の国立公園でパーク・ボランティアとして働
く。現地で購入した中古車を運転し、ケンタッ
キー、カリフォルニア、ワシントンD.C.と大移
動。パーク・ボランティアとして奮闘した体験
を「EICネット」で連載中。
http://www.eic.or.jp/library/pickup/
usa_index.html

←ボランティア活動をする人に用意された
ボランティア・ハウスの前で。

「パーク・ボランティア」に参加するには厳
しい審査を通過しなくてはならない。
↓ボランティア学生の送別会での記念写真。
張り紙は1人ずつ習字で書いてもらったも
のだとか。参加している人々は各地の公園で
ボランティアをして回っている人、同じ公園
に毎年来ている人、大学の実務研修の一環で
参加している大学生など様々。

レッドウッドの伐採跡地での二次林調査
の様子。

右は上司だったブライスさん。クリの苗木
にマイコライザと呼ばれる共生菌を混ぜ込
んだゼリーを塗布しているところ。

アメリカ人の
ボランタリズムが
国家の危機を
支えてきた

多
民
族
国
家
を
支
え
て
き
た

助
け
合
い
の
精
神
が
生
き
る
国

移
民
が
作
り
上
げ
た
国
だ
か
ら
こ
そ

育
ま
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神

ボランティアの語源

ラテン語で「自由意思」を意味する「voluntas（ボランタス）」
が語源だと言われている。この言葉から、喜びや精神を意
味するフランス語「volonte（ボランテ）」が生まれ、英語の

「volunteer（ボランティア）」となった。1898年、アメリカで
社会福祉団体「Volunteer of America」が誕生し、ボラン
ティアという言葉が浸透したと言われている。

〜 volunteer〜

村上徹也氏 
市民社会コンサルタント。社団法人日本青年奉仕協会調査研究員。日本国内の市民社会の発展と市民社会に関する国際的な
ネットワークを活かした協働の場づくりのために活動している。http://homepage.mac.com/tkaizawa/CSCJ/index.html
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　米大手旅行情報誌「コンデナスト・トラベラー」の読者が選ぶ、米国の人
気都市ランキングで16年連続首位をキープしたサンフランシスコ。坂の街と
称され、小道や曲がりくねった坂道などが入り組む昔ながらの表情を残す街
並み、ケーブルカー、ジャパンタウンやチャイナタウン、ベイエリアなど、様々な
魅力に出会える都市だ。 
また、サンフランシスコの 
シンボルともいえるゴール
デンゲートブリッジには約
2キロの歩道もあるので、
美しい海や街並みを眺め
ながら渡ることもできる。

アメリカの大衆食堂=Dinerを店名に冠し
たT’s★Dinerでは、1950年代のアメリカを
感じさせる雰囲気の中、アメリカンフードを
楽しめる。ここの自慢はなんといっても直径
15cmもあるハンバーガー。サクふわの特製
バンズにビーフ100％の自家製パティ、新鮮
な地元の野菜をたっぷり挟んだ、本場の味
だ。写真はWパティにタマゴ、ベーコン、チー
ズをトッピングした「T’s特製高槻バーガー」

（1500円）。

全米No.1の人気都市、サンフランシスコ
column02

Data 

素材を活かした本格ハンバーガー

大阪府高槻市城北町2-11-5 南園ビル1F　
Tel 072-672-0721　
http://www.ts-star-diner.com/

日本で味わうアメリカ料理

か
し
ま
だ
そ
れ
ほ
ど
認
知
さ
れ
て
い
な

い
状
況
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
今
後
、

教
育
の
現
場
な
ど
で
ニ
ー
ズ
は
高
ま
る

と
思
い
ま
す
が
、
発
展
の
た
め
に
は
参

加
者
の
福
利
厚
生
、
活
動
の
支
援
体
制

な
ど
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課

題
は
多
い
と
思
い
ま
す
」（
村
上
氏
）

　

長
い
歴
史
の
中
で
綿
密
に
作
り
上
げ

ら
れ
て
き
た
ア
メ
リ
カ
の
シ
ス
テ
ム
に

学
び
、
日
本
で
も
不
登
校
児
童
の
指

導
、
引
き
こ
も
り
の
青
少
年
と
社
会
と

の
接
点
を
作
る
取
組
み
な
ど
、
時
代
に

即
し
た
新
た
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の

期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。

た
め
に
何
が
で
き
る
か
考
え
よ
う
”と

い
う
精
神
が
目
覚
め
て
い
る
と
い
え
る

で
し
ょ
う
」（
村
上
氏
）

　

国
家
事
業
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
展
開
し
て
い
る
ア
メ
リ
カ
。
こ
の

取
組
み
を
日
本
に
持
ち
込
む
こ
と
は
で

き
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

「
現
在
日
本
国
内
で
も
、
食
費
な
ど
の

生
活
費
が
支
給
さ
れ
る
住
込
み
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
は
増
え
て
い
ま
す
。
し

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
無
償
で
行
う
も
の
、

と
日
本
人
な
ら
考
え
る
だ
ろ
う
。
し
か

し
、
ア
メ
リ
カ
に
は
有
償
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア「
ア
メ
リ
コ
ー（A

m
eriC

orps

）」と

い
う
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
事
業 

（
国
家
的
事
業
）が
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
で

も
一
部
異
議
を
唱
え
る
人
は
い
る
と
い

う
が
、
多
く
の
人
々
が
参
加
し
、
社
会

的
に
認
め
ら
れ
て
い
る
。

　

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
事
業
と
し
て

「
ア
メ
リ
コ
ー
」
が
発
足
し
た
の
は

１
９
９
３
年
。
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
下
で 

誕
生
し
た
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
を 

推
進
・
強
化
す
る
政
策
を
打
ち
出
し
た

ク
リ
ン
ト
ン
政
権
に
よ
り
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル・

サ
ー
ビ
ス
公
社
が
設
立
さ
れ
、
既
存
の

「V
IS

TA

」を
含
め
た
３
事
業（
図
表
参

照
）が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

「
参
加
者
に
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
サ
ー
ビ

ス
公
社
か
ら
生
活
手
当
が
支
給
さ
れ
る

ほ
か
、
医
療
保
険
な
ど
の
福
利
厚
生

制
度
の
利
用
に
関
す
る
支
援
も
受
け
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
活
動
終
了
後
に
は

大
学
や
大
学
院
の
学
費
ま
た
は
学
費

ロ
ー
ン
の
返
済
に
充
て
る
奨
学
金
を
、

１
人
当
た
り
４
７
５
０
ド
ル
支
給
し
て

ティーズスターダイナー（大阪・高槻市）

地球地図：CraftMAP　http://www.craftmap.box-i.net/
写真提供/サンフランシスコ観光局、Washington, D.C.、I LOVE NEW YORK
　　　　ⒸTomo.Yun （http://www.yunphoto.net/）

　

世
界
大
恐
慌
以
来
の
経
済
不
安
に
あ

る
現
在
の
ア
メ
リ
カ
で
は
、
地
域
と
社

会
全
体
の
サ
ー
ビ
ス
に
対
し
て
よ
り

一
層
の
市
民
の
参
加
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
そ
こ
に
は
、
自
主
的
な
活
動
を
促

す
こ
と
で
政
府
の
負
担
を
低
減
し
よ
う

と
い
う
狙
い
が
あ
る
。
更
に
参
加
し
や

す
い
環
境
を
整
え
る
べ
く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
従
業
員
を
派
遣
す
る
企
業
に

対
し
て
税
制
上
の
優
遇
措
置
を
設
け
る

こ
と
も
検
討
さ
れ
て
い
る
。

「
国
家
的
な
危
機
を
受
け
、
多
く
の

ア
メ
リ
カ
人
の
中
に“
国
家
か
ら
何
か

得
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、
国
家
の

い
ま
す
。
ク
リ
ン
ト
ン
か
ら
ブ
ッ
シ
ュ

政
権
へ
と
受
け
継
が
れ
、
そ
し
て
オ
バ

マ
大
統
領
は
国
内
公
共
サ
ー
ビ
ス
充
実

の
た
め
、
福
祉
関
連
予
算
を
増
強
す
る

と
み
ら
れ
て
い
ま
す
」（
村
上
氏
）

　

こ
れ
が
実
現
す
る
と
、
ア
メ
リ
コ
ー

に
参
加
す
る
人
員
も
更
に
増
え
、

2
0
0
7
年
の
実
績（
全
国
１
１
６
カ

所
、
2
万
1
0
0
0
人
以
上
の
若
者
に

よ
る
年
間
1
6
0
0
万
時
間
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
が
行
わ
れ
た
）を
大
き
く
上

回
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

「
こ
の
取
組
み
は
現
在
の
社
会
情
勢
を

考
え
て
も
欠
か
せ
な
い
も
の
」と
村
上
氏

は
指
摘
す
る
。

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

“
ア
メ
リ
コ
ー
”と
は
？

日
本
で
も
高
ま
り
つ
つ
あ
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
期
待

サービス事業として
国がリードする有償 ボランティア

　アメリカを旅行中に買い物をして、知ら
ず知らずのうちに小銭がたまっていたと
いう人も多いだろう。お釣りとしてよくもら
うのが25セント硬貨。通称クォーターと
呼ばれるこの硬貨、注意して見ると、デ
ザインが異なるものが混ざっていること
がある。通常裏側にはアメリカのシンボ
ルであるイーグルがデザインされている
が、ライト兄弟の飛行機や宇宙飛行士、
自由の女神など様 な々硬貨がある。
　実はこれ、米国造幣局が「50州
クォーター硬貨 プログラム（50 State 
Quarters Program）」として発行したも
の。1999年から毎年５種類ずつ発行し、
昨年ついに50州すべてが出そろった。
　デザインは、州を代表する建造物
や名所、偉人、出来事、州の花や鳥な
ど様々。集めた硬貨を収めるSTATE 
SERIES QUARTERS COLLECTOR 
MAPなる地図も登場し、コレクターも増
えている。財布の中のクォーター硬貨を
チェックしてみては？

50種類のクォーター硬貨を探せ！

column01
ノースカロライナ州
ライトフライヤー号、
ライト兄弟

ニューヨーク州 
自由の女神像、11
個の星、ハドソン川
とエリー運河による
州の輪郭

テネシー州
フィドル、トランペッ
ト、ギター、楽譜、3
つ星

ケンタッキー州
柵の中のサラブレッ
ドとフェデラル・ヒ
ルの邸宅

ルイジアナ州
ペリカン、トランペッ
トと楽譜、ルイジア
ナ買収の地図

ゴールデンゲート海峡
に架かるつり橋、ゴール
デンゲートブリッジ。

　ボランティア活動に興味はあるが、何をすればいいか分からないという人も
少なくないはず。現在はインターネットに様 な々ボランティア情報が載っている
が、豊富な情報の中から自分に合ったものを探すのは難しい、不安もあるとい
う人も多いだろう。
「まずはお住まいの地域の社会福祉協議会のボランティアセンターやボラン
ティアコーナーに相談してみるのがいいと思います。入門講座などの体験的
なプログラムも用意されていますよ」（市民社会コンサルタントの村上徹也氏）
　継続するためにも、自分に合ったボランティアを探してみてはいかがだろ
うか。

ボランティア活動の始め方
NIPP O N

【おもなボランティア活動】
●募金　●環境ボランティア　
●国際交流・協力
●高齢者・障がい者の自立支援
●子供の健全育成　
●病院ボランティア
●NPOなどの運営スタッフ
●災害救援　
●献血や臓器・骨髄提供　　など

A
ア メ リ コ ー

meriCorps

AmeriCorps VISTA
貧困問題解決活動
年齢上限なし、個別型、
年間約6500人参加

AmeriCorps
States and National
公共団体、非営利組織で活動
17歳～年齢上限なし、個別型、
年間約6万5000人参加

AmeriCorps NCCC
環境保全、災害救援活動など
18歳以上24歳以下の合宿型、
年間約1900人参加

アメリカ国内の貧困問題解決に
１年かけて取り組む。住民に対す
る直接的なサービスではなく、プ
ランニングや財源づくり、啓発活
動など事務局的な活動を行う。

自然公園の森林保守作業、低所得
者向けの住宅建設、災害救援活動
などを行う。10～15人がチームを
形成する10カ月の合宿形式のフ
ルタイムサービス事業。

ナショナル・サービス公社の助成
を受けた全国各地の非営利民間
団体、行政機関、宗教関連団体な
どが10カ月から12カ月のフルタ
イムサービスの機会を提供する。

■ アメリコーの3つのプログラム
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資
で
確
実
に
対
策
の
成
果
を
享
受
で
き

る
も
の
で
し
た
。
更
に
、投
資
額
の

3
分
の
1
が
補
助
さ
れ
る
と
い
う
環
境

省
の『
温
室
効
果
ガ
ス
の
自
主
削
減
目
標

設
定
に
係
る
設
備
補
助
事
業
』の
申
請
を

勧
め
ら
れ
ま
し
た
。そ
の
行
き
届
い
た
提

案
内
容
を
高
く
評
価
し
、早
速
、翌
月
に

は
採
用
を
決
断
し
ま
し
た
」（
浜
路
氏
）

　
一
方
、山
武
は
設
備
面
で
大
き
く
2
つ

の
具
体
的
な
提
案
を
行
い
ま
し
た
。ま

ず
、ビ
ル
内
の
各
フ
ロ
ア
に
設
置
さ
れ
た

空
調
機
の
還
気
ダ
ク
ト
に
挿
入
形

C
O
2
濃
度
セ
ン
サ
を
設
置
し
、室
内
の

二
酸
化
炭
素
濃
度
に
応
じ
て
、外
気
の

取
入
れ
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
で
冷

暖
房
の
効
率
化
を
図
る
と
い
う
方
法
で

す
。そ
し
て
も
う
1
つ
が
、地
下
駐
車
場

内
に
室
内
形
C
O
濃
度
セ
ン
サ
を
設
置

し
て
、場
内
の
一
酸
化
炭
素
濃
度
に
よ

り
、給
排
気
フ
ァ
ン
の
間
欠
運
転
制
御
を

行
い
、省
電
力
化
を
実
現
す
る
と
い
う

も
の
で
す
。

　

山
武
の
提
案
に
沿
っ
て
施
工
さ
れ
た

こ
れ
ら
設
備
は
、2
0
0
7
年
9
月
末

に
竣
工
。J
A
L
ビ
ル
で
は
、既
に
採
択

が
決
定
し
た
環
境
省
の
補
助
金
に
関
す

る
実
績
検
証
が
始
ま
る
2
0
0
8
年
4

月
ま
で
を
試
行
運
転
と
し
、そ
の
間
、徹

底
し
た
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

し
か
し
、試
行
運
転
を
進
め
て
い
く
中

で
、想
定
し
て
い
た
省
エ
ネ
効
果
が
出
な

い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。こ
れ
に
対
し

て
山
武
は
、冬
季
に
お
け
る
外
気
冷
房
制

御
の
有
効
活
用
や
夏
季
に
お
け
る
除
湿

再
熱
の
禁
止
な
ど
運
用
に
よ
る
対
策
を

追
加
で
行
う
こ
と
で
想
定
値
を
大
き
く

ク
リ
ア
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
山
武
の
担
当
者
が
随
時
、フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
実
施
し
、問
題

の
詳
細
な
分
析
結
果
と
、そ
の
解
消
に

向
け
た
対
策
方
法
を
分
か
り
や
す
く
説

明
し
て
く
れ
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、非

常
に
大
き
な
安
心
感
が
得
ら
れ
ま 

し
た
。従
来
の
省
エ
ネ
工
事
と
違
い
、 

計
測
・
検
証
を
繰
り
返
し
行
う
こ
と
で

運
用
改
善
の
追
加
対
策
を
迅
速
に
実
施

し
、効
果
を
発
揮
で
き
る
の
はE

S
C

O

サ
ー
ビ
ス
の
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
だ
と
捉

え
て
い
ま
す
」（
冬
木
氏
）

　

こ
う
し
た
取
組
み
の
結
果
、本
運
転

開
始
後
の
2
0
0
8
年
4
月
か
ら
は
省

エ
ネ
効
果
が
改
善
し
、竣
工
の
1
年
後

に
は
C
O
2
排
出
量
で
4
7
2
t
の
削

減
を
実
現
。こ
れ
は
削
減
率
に
し
て
ビ

ル
全
体
の
約
5.
7
％
に
相
当
し
、前
述

の
環
境
確
保
条
例
で
の
計
画
値（
C
O
2

削
減
量
1
8
6
t
）を
大
幅
に
上
回
る

も
の
で
す
。ま
た
、こ
こ
で
生
じ
た
余
剰

分
は「
国
内
排
出
量
取
引
制
度
」＊2

に
よ
っ

て
他
の
事
業
者
に
販
売
で
き
る
た
め
、

新
た
な
収
益
の
確
保
に
も
つ
な
が
る
と

い
う
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
今
回
は
、山
武
の
高
度
な
技
術
力
、法

制
な
ど
に
関
す
る
豊
富
な
知
見
の
お
か

げ
で
、既
存
の
設
備
資
産
を
活
用
し
、最

小
限
の
コ
ス
ト
で
最
大
の
省
エ
ネ
効
果

を
達
成
で
き
ま
し
た
。更
に
厳
し
い
対

策
が
求
め
ら
れ
る
今
後
に
向
け
て
は
、

B
EM

S

＊3

の
導
入
な
ど
、よ
り
抜
本
的
な

対
策
も
必
要
で
し
ょ
う
。そ
う
し
た
検

討
を
進
め
る
上
で
も
、山
武
の
サ
ポ
ー

ト
は
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
」（
浜
路
氏
）

「
一
般
に
省
エ
ネ
対
策
と
い
う
と
、人
が
求

め
る“
快
適
さ
”と
ト
レ
ー
ド
オ
フ
の
関

係
に
あ
る
と
さ
れ
ま
す
。山
武
に
は
、更

に
将
来
的
な
展
望
と
し
て
、ぜ
ひ
両
者
を

両
立
で
き
る
よ
う
な
技
術
の
提
案
な
ど

も
期
待
し
た
い
で
す
ね
」（
冬
木
氏
）

　

東
京
湾
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
の
恵

ま
れ
た
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
背
景
に
、オ

フ
ィ
ス
中
心
の
都
市
開
発
が
進
む
東
京 

天
王
洲
ア
イ
ル
地
区
。そ
の
一
角
に
あ
っ

て
、ひ
と
き
わ
目
を
引
く
建
物
が
J
A
L

ビ
ル
デ
ィ
ン
グ（
以
下 

J
A
L
ビ
ル
）で

す
。同
ビ
ル
は
、地
上
26
階・地
下
1
階
、

延
床
面
積
8
2
8
5
7
㎡
と
い
う
規
模

を
擁
し
、日
本
航
空（
J
A
L
）本
社
を

は
じ
め
、J
A
L
グ
ル
ー
プ
各
社
が
入

居
。同
グ
ル
ー
プ
の
重
要
な
ビ
ジ
ネ
ス
拠

点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
J
A
L
グ
ル
ー
プ
で
は
、2
0
0
2
年

に『
空
の
エ
コ
』計
画
を
策
定
し
て
以

来
、事
業
の
様
々
な
局
面
で
環
境
対
策

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の

一
環
と
し
て
、J
A
L
ビ
ル
で
の
省
エ

ネ
対
策
が
重
要
課
題
と
し
て
浮
上
し
ま

し
た
。そ
れ
に
向
け
た
活
動
を
ビ
ル
の

全
テ
ナ
ン
ト
を
挙
げ
て
展
開
し
て
い
ま

す
」（
浜
路
氏
）

　

そ
の
具
体
的
な
取
組
み
と
し
て
、

2
0
0
2
年
6
月
に
は
東
京
都
の「
環

境
確
保
条
例
」に
対
応
し
、「
J
A
L
ビ

ル
省
エ
ネ
対
策
委
員
会
」を
設
置
。同
委

員
会
を
中
心
に
、ビ
ル
入
居
者
に
よ
る

節
電
、節
水
運
動
な
ど
も
継
続
的
に
推

進
し
て
い
ま
す
。更
に
、2
0
0
5
年
の

環
境
確
保
条
例
改
正
の
際
に
は「
地
球

温
暖
化
対
策
計
画
書
制
度
」に
の
っ
と

り
、2
0
0
9
年
度
ま
で
の
5
年
間
に

2.
4
％
の
C
O
2
削
減
を
実
現
す
る
と

い
う
計
画
を
立
て
ま
し
た
。

「
節
約
運
動
だ
け
で
こ
の
目
標
を
達
す

る
の
は
や
は
り
困
難
で
す
。加
え
て
、

J
A
L
で
は『
チ
ー
ム
マ
イ
ナ
ス
6
％
』

に
参
画
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

少
な
く
と
も
6
％
以
上
の
削
減
を
目
指

す
べ
き
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
し
た
」

（
浜
路
氏
）

　

そ
う
し
た
要
求
に
応
え
る
た
め
に

は
、設
備
面
で
の
改
善
が
不
可
欠
で
あ

る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。し

か
し
、こ
れ
に
関
し
て
は
、J
A
L
ビ
ル

自
体
が
2
0
0
5
年
に
証
券
化
さ
れ
、

オ
ー
ナ
ー
が
J
A
L
か
ら
他
社
に
移
っ

て
い
る
と
い
う
経
緯
が
あ
り
、J
A
L

が
同
ビ
ル
に
対
し
て
独
自
に
設
備
投
資

で
き
な
い
と
い
う
障
壁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
Ｊ
Ａ
Ｌ
ビ
ル
の
抱
え
る 

一
連
の
課
題
に
対
し
、２
０
０
７
年
3
月

に
山
武
は
自
社
の
展
開
す
るE

S
C

O

＊1

サ
ー
ビ
ス（
シ
ェ
ア
ー
ド・セ
ー
ビ
ン
グ
ス

契
約
）で
、オ
ー
ナ
ー
が
他
社
に
移
っ
て

い
て
も
設
備
更
新
が
で
き
る
提
案
を
行

い
ま
し
た
。

「
そ
れ
は
設
備
投
資
に
関
す
る
我
々
の

課
題
を
解
消
し
な
が
ら
、最
小
限
の
投

所　在　地：東京都品川区東品川 2-4-11
事 業 内 容：不動産管理業、
　　　　　  JAL ビルディングの管理

グローバルビルディング
株式会社

執行役員
事業部長

浜路 壮一郎氏

事業部
課長

冬木 一成氏

ESCOサービスを活用した省エネ対策により
CO2排出量を約5.7%削減
JALグループの重要なビジネス拠点であるJALビルディングでは、東京都の「環境確保条例」への対応を契機として、
2009年度までの5年間に2.4％のCO2排出量を削減する計画を策定。その後、ESCOサービスを活用した
省エネ対策の取組みにより、1年間で約5.7％の削減を達成しています。

J
A
L
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

FIELD
納 入 事 例

用語解説

＊1:ESCO
（Energy Service COmpany）
工場やビルの省エネルギーに関する包括
的なサービスの提供を通じて、そこで得ら
れる効果をサービス提供者が保証する事
業。必要な経費をサービスの利用でもたら
される省エネルギーによる節減分経費の
一部によって充当できるというスキームが大
きな特徴。資金の担保などを顧客が提供
し、顧客が一切の償還義務を負う「ギャラ
ンティード・セービングス契約」と、ESCO
事業者が一切の資金提供を行い、顧客が
償還義務を負わない「シェアード・セービン
グス契約」という2つの契約形態がある。

＊2:国内排出量取引制度
一定量の排出枠を交付することにより国内
の企業が排出削減に取り組むとともに、排
出枠の過不足分を企業間で自由に取引す
る制度。最小コストで排出量の確実な削
減を実現する、費用対効果の高い温暖化
対策の1つ。

＊3:BEMS
（Building and Energy 　　
　　　 Management System）
建物の使用エネルギーや室内環境を把握
し、これを省エネルギーに役立てていくた
めのシステムである。

ビ
ル
の
全
テ
ナ
ン
ト
を
挙
げ
て

省
エ
ネ
対
策
に
取
り
組
む

本格運転の始まった2008年4月からCO2削減効果が表れてい
るのが分かる。

1

3

4

契
約
面
、設
備
面
で
の
課
題
を

ト
ー
タ
ル
に
解
消
す
る
提
案
内
容

チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
り
対
策
を
追
加

計
画
値
を
大
幅
に
上
回
る
成
果

2

1   JALビルディング
2  地下駐車場に室内形CO濃度センサ（CY7200A1002）を設置。

場内の一酸化炭素濃度によって給排気ファンの発停を制御し、
間欠運転による省電力化を図っている。

3　ビル内の空調機還気ダクトに計123台の挿入形CO2濃度センサ
（CY8100C1000）が設置されており、ここで計測された二酸化
炭素濃度に応じて外気取入れ用ダンパの開閉を制御。外気の取
入れを最小限に抑えることで冷暖房の効率化が図られている。

4  JALビル、山武によるフォローアップミーティングの様子。2008年
4月の本運転後も継続的な改善を念頭に月1回のペースで実施
されており、省エネ対策の現状、問題点、対策の方向性などが 
山武からレポートされている。
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FIELD

1

納 入 事 例

1  瀬戸内海に面している山口製油
所は、原油受入れや製品出荷もス
ムーズ。原油タンクは26基、272
万キロリットルの貯油能力がある。

2  新しく稼働を開始したIT計器室。
大型モニタにソフトウェア・アナン 
シエータを表示し、警報が上がった
際には、全員の目で確認ができるよ
うになっており、情報の見える化・
共有化が促進されている。

3  上下2段に液晶ディスプレイ20台
を配置しており、ディスプレイの向き
を自由に変えられる。少人数で複
数の情報を効率よく管理すること
ができる。

2

工務部
計電課計装係

津森廣志氏

工務部
計電課
計装係長

松本秀雄氏

製造部
製油二課長

守岡 実氏

工務部
計電課計装係
主任

土石明彦氏

製造部
製油二課
製油一係長

久永政雄氏

製造部
製油二課
製油二係長

岸根幾一氏

技術部
情報システム課
制御技術係長

畑谷克己氏

技術部
情報システム課
制御技術係
主任

笠井英充氏

工務部
計電課長

花田忠明氏

所 在 地：山口県山陽小野田市西沖 5 番地
設　　立：1962 年 6 月25 日
事業内容： 原油の輸入・精製、石油製

品及び石油化学原料の販売

西部石油株式会社
山口製油所

　

山
口
県
山
陽
小
野
田
市
に
位
置
す
る

昭
和
シ
ェ
ル
グ
ル
ー
プ
会
社
の
西
部
石

油
株
式
会
社 

山
口
製
油
所
は
、原
油
を

輸
入
・
精
製
し
、石
油
製
品
及
び
石
油

化
学
原
料
を
安
定
供
給
し
て
い
ま
す
。

そ
の
原
油
処
理
能
力
は
、日
産
12
万
バ

レ
ル（
年
間
7
0
0
万
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
）、

西
日
本
有
数
の
石
油
精
製
基
地
と
な
っ

て
い
ま
す
。同
製
油
所
は
、近
年
の
需
要

構
造
に
対
応
し
た
石
油
製
品
の
生
産
、

供
給
を
可
能
と
す
る
最
新
の
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
制
御
に
よ
る
自
動
運
転
、最
適

効
率
の
生
産
を
行
う
こ
と
で
、常
に
最

良
の
品
質
を
追
求
す
る
と
と
も
に
国
内

30
数
製
油
所
の
中
で
も
、安
定
・
安
全
か

つ
高
効
率
な
製
油
所
と
し
て
高
く
評
価

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

２
０
０
７
年
半
ば
、山
口
製
油
所
の

安
全
・
安
定
操
業
を
担
っ
て
き
た
分
散

形
情
報
管
理
総
合
制
御
シ
ス
テ
ム

TD
C

S
TM3

0
0

0

が
更
新
の
時
期
を
迎

え
、そ
の
検
討
が
始
ま
り
ま
し
た
。

「
更
新
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
ク
リ
ー
ン
で
サ

イ
レ
ン
ト
な〝
オ
フ
ィ
ス
調
の
計
器
室
〟。

プ
ラ
ン
ト
全
体
の
情
報
を
集
約
・
情
報

共
有
・
整
理
し
、安
全
・
安
定
操
業
の
た

め
の
意
思
決
定
を
素
早
く
冷
静
に
行
う

こ
と
が
で
き
る
環
境
に
加
え
、従
来
の
コ

ン
ソ
ー
ル
を
配
し
た
計
器
室
で
は
な
く
、

居
住
性
に
優
れ
た
計
器
室
を
目
指
し
ま

し
た
」（
花
田
氏
）

　

同
社
の
要
望
に
応
え
、山
武
が
提
案

し
た
の
は
、レ
イ
ア
ウ
ト
の
柔
軟
性
と
人

の
動
線
が
考
慮
さ
れ
、か
つ
オ
フ
ィ
ス
調

の
未
来
型
Ｉ
Ｔ
計
器
室
、及
び
山
口
製

油
所
で
実
績
の
あ
るTD

C
S

3
0

0
0

の

後
継
機
種
と
な
る
新
世
代
プ
ラ
ン
ト
・

オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム 

A
d

va
n

c
e

d
-P

S
T

M5
0

0
0

（
以
下

A
P

S
5

0
0

0

）で
し
た
。

「T
D

C
S

3
0

0
0

で
運
転
し
て
い
た
画

面
の
中
に
は
、オ
ペ
レ
ー
タ
が
製
作
し
た

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
画
面
が
多
く
あ
り
ま
し

た
。
そ
れ
ら
を
、
ス
ト
レ
ス
な
く

A
P

S
5

0
0

0

に
移
植
で
き
る
こ
と
、同

時
に
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
資
産
の
整
理
や
標

準
化
を
行
え
る
こ
と
も
ポ
イ
ン
ト
と
な

り
ま
し
た
」（
笠
井
氏
）

「
C
G
イ
メ
ー
ジ
図
で
新
し
い
計
器
室

を
提
案
し
て
く
れ
た
こ
と
で
、希
望
し

た
計
器
室
イ
メ
ー
ジ
に
近
い
こ
と
が
想

像
で
き
ま
し
た
」（
松
本
氏
）

「
コ
ン
ソ
ー
ル
型
の
監
視
盤
を
廃
止
し
、

液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
O
A
デ
ス
ク
に

設
置
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。そ
し
て

山
武
に
は
、ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
・
ア
ナ
ン
シ

エ
ー
タ
＊1

を
開
発
し
て
も
ら
い
大
型
モ
ニ

タ
に
表
示
す
る
こ
と
で
監
視
能
力
が
大

幅
に
向
上
し
ま
し
た
」（
土
石
氏
）

　

D
C
S
＊2

の
置
き
換
え
に
先
駆
け
、そ

の
半
年
前
に
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
用
と
し

て
実
機
が
現
場
に
設
置
さ
れ
、オ
ペ

レ
ー
タ
に
対
す
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

「
操
作
に
慣
れ
る
に
従
い
、オ
ペ
レ
ー
タ

か
ら
は
山
口
製
油
所
の
運
転
に
即
し
た

細
か
な
機
能
の
追
加
要
望
が
上
が
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。そ
の
よ
う
な
要
望

に
も
山
武
は
対
応
し
て
く
れ
ま
し
た
」

（
土
石
氏
）

　

計
器
室
の
内
装
工
事
か
ら
D
C
S
の

更
新
ま
で
す
べ
て
を
山
武
が
請
け
負

い
、2
0
0
8
年
9
月
に
本
格
稼
働
が

始
ま
り
ま
し
た
。

「
事
前
に
操
作
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受

け
て
い
た
た
めA

P
S

5
0

0
0

へ
の
移
行

も
ス
ム
ー
ズ
で
し
た
」（
久
永
氏
）

　

新
し
い
計
器
室
で
は
、19
イ
ン
チ
の

液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
20
台
用
意
し
、

上
下
2
段
に
配
置
し
ま
し
た
。上
段
に

表
示
し
た
ト
レ
ン
ド
グ
ラ
フ
で
プ
ロ
セ

ス
の
状
態
監
視
を
し
つ
つ
、下
段
の
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
画
面
を
用
い
て
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ

ン
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。通
常
は
2

つ
の
系
統
を
10
台
ず
つ
の
液
晶
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
で
監
視
し
て
い
ま
す
が
、警
報

な
ど
緊
急
度
の
高
い
情
報
が
発
生
し
た

場
合
は
、必
要
に
応
じ
て
、情
報
を
表
示

す
る
液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
台
数
を
増

や
す
な
ど
、柔
軟
に
運
用
を
変
更
し
て

い
ま
す
。コ
ン
パ
ク
ト
な
ス
ペ
ー
ス
の
中

で
効
率
的
な
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
環
境
が

実
現
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、65
イ
ン
チ
の
大
型
モ
ニ
タ
を

5
台
設
置
。ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
・
ア
ナ
ン
シ

エ
ー
タ
や
運
転
画
面
な
ど
の
ほ
か
、事

務
的
な
業
務
・
運
用
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
・

連
絡
事
項
な
ど
の
情
報
を
フ
レ
キ
シ
ブ

ル
に
表
示
し
、メ
ン
バ
ー
へ
の
可
視
化
・

共
有
化
が
促
進
さ
れ
た
の
で
す
。

「
日
々
の
引
継
事
項
や
書
類
・
ラ
イ
ン

ア
ッ
プ
図
も
電
子
化
し
、大
型
モ
ニ
タ
に

表
示
す
る
こ
と
で
確
実
な
申
し
送
り
が

行
え
、よ
り
安
全
・
安
定
操
業
に
大
き

く
寄
与
し
て
い
ま
す
」（
守
岡
氏
）

　

将
来
の
更
新
に
は
今
の
メ
ン
バ
ー
も

入
れ
替
わ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
、新
し
い
若
い
人
た
ち
が
、知

識
を
引
き
継
い
で
い
か
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。同
時
に
導
入
さ
れ
た
、運
転
支

援
自
動
化
パ
ッ
ケ
ー
ジK

now
ledg

e 

P
ow

er
T

M

を
利
用
し
た
知
識
伝
承
の

取
組
み
が
既
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

最
適
効
率
生
産
に
向
け
て

D
C
S
更
新
を
計
画

将来を見据えたIT計器室を実現
「情報共有」と「見える化」を徹底追求

最新オフィス調のITプラント計器室を目指し更新が行われました。安全･安定操業を大前提に、人間工学をも意識し
たストレス･フリーのオフィス空間、そして大型モニタ採用により“気付き”を早める「情報共有」や「見える化」を促
進。更なる効率化に向けて、コミュニケーションが活発に行われています。

西
部
石
油
株
式
会
社

　
　
　
山
口
製
油
所

人
間
工
学
を
考
慮
し
た

最
適
な
計
器
室
を
目
指
し
て

プ
ロ
セ
ス
管
理
に
加
え

日
々
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
円
滑
に

用語解説

＊1:アナンシエータ
プロセスの状態が異常になったことをオペレータに伝達す
る手段として、表示装置に表示するとともに、警報音を
発して注意を促すようにしたシステム。

＊2:DCS
（Distributed Control System）
分散制御システム。工場の生産システムなどを集中制御
するのでなく、システムを構成する各装置･機器が制御装
置を持つ。それらをネットワーク接続し、必要情報をやりと
りして相互監視･制御する。負荷の分散が図れ、安全で
メンテナンス性の良いシステム構築が可能。

IT機械室を模したCGイメージ図。



で
す
が
、
設
立
か
ら
丸
11
年
を
経
過
し

た
現
在
で
は
社
員
24
名
、ス
タ
ッ
フ
5
名

を
抱
え
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
業
務
内
容
は
、
藤
沢
テ
ク
ノ
セ

ン
タ
ー
で
の
清
掃
や
緑
地
維
持
管
理
業

務
、
蛍
光
灯
な
ど
の
消
耗
品
類
の
交
換

を
は
じ
め
、
山
武
全
社
の
社
内
メ
ー
ル

の
集
配
業
務
、azbil

グ
ル
ー
プ
の
Ｐ
Ｒ
誌

（
本
冊
子
）の
封
入
・
発
送
業
務
、
更
に

は
エ
ア
ク
リ
ー
ナ
の
フ
ィ
ル
タ
洗
浄
・
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
や
、製
造
現
場
に
お
け
る
部

品
の
袋
詰
め
、
廃
棄
物
の
収
集
・
分
別
、

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
部
門
に
お
け
る
仕

様
書
の
コ
ピ
ー
・
ス
キ
ャ
ニ
ン
グ
サ
ー

ビ
ス
、
最
近
で
は
機
械
加
工
現
場
で
の

加
工
・
検
査
作
業
に
当
た
る
社
員
も
い

ま
す
。

「
こ
の
よ
う
に
受
注
す
る
業
務
が
ま
す

ま
す
多
岐
に
わ
た
る
中
、
一
人
の
社
員

が
複
数
の
業
務
を
同
時
並
行
的
に
こ

な
す
と
い
っ
た
こ
と
も
当
た
り
前
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。そ
の
結
果
、
会
社

と
し
て
の
生
産
効
率
も
向
上
し
、
売
上

も
着
実
に
伸
び
て
き
て
い
る
状
況
で
す
」

（
田
部
井
）

　

こ
の
よ
う
に
山
武
フ
レ
ン
ド
リ
ー

が
事
業
的
に
も
大
き
な
成
果
を
上
げ

る
中
、
既
に
述
べ
た
3
つ
の
コ
ン
セ
プ

ト
に
基
づ
く「
フ
レ
ン
ド
リ
ー
方
式
」

が
、知
的
障
が
い
者
雇
用
に
よ
る
特
例

子
会
社
の
運
営
モ
デ
ル
と
し
て
、
各
方

面
か
ら
大
き
な
注
目
を
集
め
て
い

ま
す
。

「
他
の
企
業
か
ら
現
場
を
見
学
さ
せ
て

ほ
し
い
と
い
う
声
も
多
く
、
以
前
よ
り

見
学
会
の
ほ
か
、
実
習
や
講
演
な
ど
を

実
施
し
て
対
応
し
て
い
ま
す
。例
え
ば
、

2
0
0
8
年
度
に
は
35
回
の
見
学
会

を
実
施
し
、
延
べ
3
6
1
名
の
参
加
者

が
あ
り
ま
し
た
。ま
た
、
企
業
や
養
護

学
校
の
生
徒
・
職
員
を
対
象
と
し
た
実

習
を
2
1
6
日
間
行
い
、
36
名
の
実
習

生
を
受
け
入
れ
た
ほ
か
、
外
部
で
の
講

演
も
6
回
行
い
ま
し
た
。こ
う
し
た
場

で
山
武
フ
レ
ン
ド
リ
ー
か
ら
学
び
、
企

業
が
設
立
し
た
特
例
子
会

社
は
、
神
奈
川
県
内
だ
け
で

も
既
に
6
～
7
社
を
数
え
ま

す
。我
々
と
し
て
も
、こ
う
し

た
取
組
み
を
重
要
な
社
会

貢
献
で
あ
る
と
捉
え
て
お

り
、
今
後
も
更
に
積
極
的
に

推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
」（
田
部
井
）

　

設
立
か
ら
11
年
を
迎
え
た

今
、
山
武
フ
レ
ン
ド
リ
ー
自

体
も
更
な
る
強
化
を
図
っ
て

い
ま
す
。
去
る
2
0
0
9
年

3
月
に
は
、
山
武
の
伊
勢
原

工
場
に
分
室
を
開
設
。ま
た

2
0
0
9
年
度
上
期
中
に

は
、
湘
南
工
場
に
も
分
室
の
開
設
を
予

定
。そ
れ
に
合
わ
せ
て
、2
0
0
9
年
度

中
に
は
社
員
26
名
、
ス
タ
ッ
フ
6
名
の

体
制
へ
と
人
員
の
増
強
を
図
る
計
画

で
す
。

「
山
武
フ
レ
ン
ド
リ
ー
で
の
活
動
の
成

果
も
あ
っ
て
、山
武
の
障
が
い
者
雇
用
率

は
現
在
１.

９
４
％
。今
後
もazbil

グ

ル
ー
プ
で
は
、
社
会
に
お
け
る
良
き
企

業
市
民
と
し
て
の
役
割
を
意
識
し
、『
人

を
中
心
と
し
た
』発
想
に
基
づ
く
社
会

貢
献
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
き
ま

す
。そ
う
し
た
取
組
み
の
中
で
、
障
が
い

者
雇
用
に
関
し
て
も
、雇
用
率
2
％
、更

に
は
そ
の
上
を
目
指
し
て
い
く
考
え
で

す
」（
荻
野
）

　

山
武
フ
レ
ン
ド
リ
ー
は
、
知
的
障
が

い
者
を
雇
用
し
て
業
務
を
行
う
こ
と
を

目
的
に
、1
9
9
8
年
2
月
、山
武
の
特

例
子
会
社
と
し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

設
立
に
至
っ
た
そ
も
そ
も
の
き
っ
か
け

は
、
1
9
9
6
年
に
山
武
創
業
90
周
年

を
記
念
し
て
実
施
さ
れ
た
ア
イ
デ
ア
コ

ン
テ
ス
ト「
ク
リ
エ
イ
ト
21
」に
お
け
る

一
社
員
の
提
案
で
し
た
。

「
1
9
9
8
年
以
前
に
も
、山
武
で
は
、

ろ
う
あ
者
を
中
心
と
し
た
身
体
障
が

い
者
の
雇
用
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
き
た
と
い
う
経
緯
が
あ
り
ま
す
。当

時
の
障
が
い
者
雇
用
率
は
3.
3
～

3.
4
％
に
も
上
り
、
こ
れ
は『
障
害
者

雇
用
促
進
法
』で
企
業
に
課
さ
れ
て
い

る
法
定
雇
用
率（
1.
8
％
）を
大
き
く

上
回
る
も
の
で
、
行
政
な
ど
か
ら
も
高

い
評
価
を
得
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、
そ

の
後
の
グ
ル
ー
プ
企
業
の
合
併
に
よ
っ

て
雇
用
率
が
低
下
。ま
た
、こ
と
知
的
障

が
い
者
の
雇
用
に
関
し
て
は
、そ
れ
ま
で

も
十
分
に
対
応
で
き
て
い
な
か
っ
た
と

い
う
の
が
実
情
で
す
。そ
う
し
た
状
況

を
打
開
し
、
企
業
の
社
会
的
責
任

（
C
S
R
）を
更
に
全
う
し
て
い
く
べ
き

で
あ
る
と
の
考
え
か
ら
、
知
的
障
が
い

者
の
雇
用
を
促
進
し
た
い
と
い
う
社
員

の
提
案
を
採
用
す
る
こ
と
に
し
た
の
で

す
」（
田
部
井
）

　

設
立
に
当
た
っ
て
山
武
フ
レ
ン
ド

リ
ー
で
は
、そ
の
運
営
の
軸
と
な
る
3
つ

の
コ
ン
セ
プ
ト
を
定
め
ま
し
た
。1
つ
目

は
、
知
的
障
が
い
者
の
み
を
雇
用
対
象

に
す
る
と
い
う
こ
と
。2
つ
目
は
、
会
社

設
立
や
設
備
に
か
か
わ
る
投
資
、
運
用

コ
ス
ト
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
と
い
う

こ
と
。そ
し
て
3
つ
目
が
、
福
祉
機
関
と

の
連
携
を
図
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

「
身
体
障
が
い
者
の
雇
用
は
、親
会
社
で

あ
る
山
武
で
進
め
、
フ
レ
ン
ド
リ
ー
側

で
は
知
的
障
が
い
者
の
み
を
雇
用
し
、

サ
ポ
ー
ト
す
る
ス
タ
ッ
フ
の
リ
ソ
ー
ス

を
効
率
的
に
稼
働
さ
せ
て
集
中
管
理
で

き
る
体
制
を
目
指
し
ま
し
た
。ま
た
、知

的
障
が
い
者
の
場
合
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

設
備
な
ど
へ
の
投
資
も
不
要
で
あ
る
点

が
、
事
業
の
観
点
か
ら
は
ポ
イ
ン
ト
と

な
り
ま
し
た
」（
荻
野
）

「
3
つ
目
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
つ
い
て
は
、

山
武
フ
レ
ン
ド
リ
ー
の
社
員
が
加
齢
、

そ
の
他
の
事
情
に
よ
り
、
就
労
が
困
難

に
な
っ
た
場
合
に
、
地
域
就
労
援
助
セ

ン
タ
ー
な
ど
と
相
談
し
て
、
そ
の
社
員

に
別
の
雇
用
先
を
見
つ
け
て
い
た
だ
い

た
り
、
セ
ン
タ
ー
側
か
ら
新
た
な
人
員

を
紹
介
い
た
だ
く
と
い
っ
た
仕
組
み
の

整
備
も
事
業
運
営
上
、不
可
欠
で
あ
る

と
い
う
考
え
に
基
づ
い
て
い
ま
す
」

（
田
部
井
）

　

1
9
9
8
年
の
設
立
時
に
は
、
社
員

10
名
、サ
ポ
ー
ト
に
当
た
る
ス
タ
ッ
フ
3

名
で
構
成
さ
れ
た
山
武
フ
レ
ン
ド
リ
ー

人を中心としたオートメーションを目指して Mind
Human-centered automation vol.14

企
業
の
社
会
的
責
任
の
観
点
に
立
ち
、

知
的
障
が
い
者
雇
用
を
促
進
す
る
た
め
の

特
例
子
会
社
を
い
ち
早
く
設
立
。

そ
の
運
営
の
中
で
蓄
積
し
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
世
の
中
に

公
開
し
て
い
く
こ
と
で
、更
な
る
社
会
貢
献
を
目
指
す
。

企
業
の
社
会
的
責
任
の
観
点
か
ら

知
的
障
が
い
者
の
雇
用
に
取
り
組
む

各
社
員
が
複
数
業
務
を
こ
な
す
こ
と
で

業
務
効
率
が
向
上
、売
上
も
拡
大

1
5

3

細かな製品付属部品を丹念に袋詰めする。
藤沢テクノセンター内の蛍光灯の交換も担当。
後輩の指導にも熱が入る。後輩に指導するところまでできて一人前となる。
熟練した手つきでazbilグループのPR誌封入・発送業務を行う。
リユース可能な廃棄物を分別。

1
2
3
4
5

「
フ
レ
ン
ド
リ
ー
方
式
」を
公
開

他
企
業
の
取
組
み
に
も
貢
献

「人を中心とした」の発想で
良き企業市民としての役割を意識し
社会貢献を積極的に推進する

山武フレンドリー株式会社
代表取締役 社長

田部井 徹

株式会社 山武
人事部長

荻野 卓人

2

4
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本書を5名の方にプレゼントいたします。
お名前、貴社名・部署名、ご住所、電話番号、宛名ラ
ベルに表示されております8桁の登録番号をご記入の
上、下記宛先に7月末日までにご応募ください。厳正な
抽選の上、当選者ご本人に直接当選の連絡をいたし
ます。なお、社員並びに関係者は応募できません。

製 品 情 報

展 示 会 情 報

ニ ュ ー ス

セミナー情報

P r e s e n t

数年前から何か自分に合ったボランティアをやって
みたいという思いがわいています。ですが、自分に
何ができるのかと考え始め、おまけに参加するとい
う気恥ずかしさから二の足を踏んでしまい、結局、
何もできていません。アメリカのように多様なボラン
ティアが存在し、自分に合ったものを体験しながら
見極められる、当たり前のように参加できる環境が
うらやましくなりました。控えめなことをよしとする日
本人気質では、なかなか難しい活動なのかもしれま
せん。                                           （akubi）

azbilグループＰＲ誌「azbil」を
ご愛読いただき、

ありがとうございます。

編 集 後 記

▪本誌に関するお問い合わせやご意見、ご希
望、ご感想、取り上げてほしいテーマなど、皆
さまからのお便りをお待ちしております。お
名前、貴社名・部署名、ご住所、電話番号、
宛名ラベルに表示されております8桁の登
録番号などをご記入の上、下記まで郵送、
FAX、電子メールなどでお寄せください。

▪ご住所などの変更に関するご連絡は、宛名
ラベルに表示されております８桁の登録番
号も併せてお知らせください。

▪お問い合わせ・プレゼント応募宛先
〒100-6419

東京都千代田区丸の内2-7-3 東京ビル
株式会社 山武 広報グループ
azbil 編集事務局
TEL：03 -6810 - 1006
FAX：03 - 5220 - 7274
E-mail：azbil-pr@jp.yamatake.com　

▪発行日：2009年 7月 1日
▪発　行：PR誌 azbil 編集事務局
▪発行責任者：岡 訓仁
▪制　作：日経BP企画
▪表紙Photo：かさこ

Topics
世界に貢献しながら、現地の人との交流や、旅
としても楽しめる海外ボランティアの魅力を紹
介した一冊。アジアの児童養護施設訪問、ア
ンコール遺跡やエジプトの
遺跡保護など、体験談と写
真付きのレポートで分かりや
すく紹介しています。
▪ダイヤモンド社
▪価格1,260円（税込）

１週間からできる
海外ボランティアの旅

はじめてでもできる！本当の自分が見つかる感動体験

製

品

情

報

株式会社 山武は、米国Degree Controls（本社：米
国ニューハンプシャー州、社長：Jag Sisodia）社と日本
国内における同社製品「AdaptivCOOL＊1（アダプティ
ブクール）」の販売契約を締結し、販売開始しました。
AdaptivCOOLは、データセンターの課題とされている
熱だまりや冷やしすぎを解消し、最適な温熱空間を実
現するソリューション製品です。既存のデータセンター
／サーバルームの温熱環境を熱気流シミュレーション
にて問題点（熱だまりなど）を可視化した後に、問題箇
所に床置き型冷却ファンパネル、天井設置型排気ファ
ン、温度センサを設置し、サーバからの排熱の還気や熱
だまりへの十分な冷気供給を行い、部屋全体を均一的
な温熱環境にします。

米国Degree Controls社と販売提携し
「データセンター向け環境ソリューション製品」
を販売開始

● 株式会社 山武　
　ビルシステムカンパニー　
　コミュニケーションマーケティング部　TEL：03-6810 -1112

製

品

情

報
株式会社 山武は、ニーズが拡大しているエネルギー管
理に対するソリューションの提供を行うため、工場エアの

「見える化」を実現するエア管理用メータ「MCF形」に
「汎用通信（MODBUS通信）対応」「大容量タイプ」「ト
レーサビリティ証明」の機種を追加し販売開始しました。
工場などの製造現場で使用さ
れる圧縮空気の管理・計測に
最適で、エア漏れによる無駄
の削減に貢献します。

工場エアの「見える化」を実現するエア管理用メータMCF形に機種追加

● 株式会社 山武　
　アドバンスオートメーションカンパニー　コールセンター
　TEL：0466 - 20 -2143

 【特長】
■データセンター／

サーバルームの最適な温熱環境
と省エネルギーを同時に実現

■Degree Controls社の熱気流解析のノウハウと山武
の空調制御技術により最適なソリューションを提供

■ラック上部温度によるファン風量可変制御やファン
連携制御など、最小限のエネルギーで熱だまりを解消

■空調機停止時のフェイルセーフ機能も搭載可能

製

品

情

報

株式会社 山武は、ビルオーナー向けに、テナントの空
調エネルギー使用量を算出するアプリケーションソフト
ウェア「空調エネルギー案分プログラム」を販売開始し
ました。
空調エネルギー案分プログラムは、空調機の消費熱
量との相関関係が強い「冷温水弁の開度情報」や

「空調機運転時間」などビルディングオートメーションシ
ステムにて収集される空調制御データを利用して、空
調機の消費熱量を案分する、当社独自のアプリケー
ションソフトウェアです。本ソフトウェアの導入によっ
て、オーナーは追加機器を導入することなく高精度の
推計が可能となり、テナントの空調エネルギー使用量
を算出することができます。

【特長】
■追加機器を導入することなく、高精度の推計が可能
■日常業務としてテナントのエネルギーを管理するこ

とが可能
■テナントはビルオーナーから提供されるエネルギー

情報を省エネ活動の効果検証に役立てることが
可能

ビルオーナー向けに、
テナントの空調エネルギー使用量
を案分するツールを販売開始

● 株式会社 山武　
　ビルシステムカンパニー　
　コミュニケーションマーケティング部　
　TEL：03-6810-1112

ニ

ュ

ー

ス

ニ

ュ

ー

ス

韓国の設計事務所、韓一MEC社との出資契約を締結

インドネシア最先端のインテリジェントビルが完成

株式会社 山武は、海外事業強化の一環として、韓国
でのビルディングオートメーション事業拡大を加速する
ため、韓国最大手の設備・電気設計事務所、韓一MEC

（Hanil Mechanical & Electrical Consultants）社
との出資契約（出資金額は日本円で約8,000万円、
出資比率は約8%）を締結しました。
韓一MEC社は創業以来40年以上、常に韓国設備
設計業界のトップ企業として、仁川国際空港、韓国

総合貿易センター
（COEX）など、韓
国のランドマークで
ある建物の設計を
継続して手がけて
おり、業界から高い
信頼を得ています。

株式会社 山武の海外現地法人であるアズビル・ベ
ルカ・インドネシア株式会社が受注したジャカルタの
オフィスビル「The Energy」が完成しました。

「The Energy」は「グリーンかつ最もエネルギー効
率の良いビル」をコンセプトに、Medco Group（メドゥ
コグループ）のApi Merta Graha（アピ メルタ グラ
ハ）社がジャカルタに建設した最先端のオフィスビル
です。アズビル・ベルカ・インドネシア株式会社は、イ
ンドネシア国内のホテル、大中規模ビルの省エネ設
備改修工事を多数手がけており、その実績が高く評
価され、Api Merta Graha社からビルディングオート
メーションシステムと統合型ビルディングマネジメント
システムを一括受注（受注金額約2億円）しました。

● 株式会社 山武　
　経営企画部広報グループ　TEL：03 - 6810 -1006

● 株式会社 山武　経営企画部広報グループ　TEL：03 - 6810 - 1006

【特長】
■検出部に独自開発の熱式質量流量センサを使用

し、エア漏れが測定可能な50：1の広い計測範囲を
実現

■汎用通信MODBUS対応により、PLCや記録計など
の計測制御機器との通信を容易に実現

■ 弊社の省エネモニタリングシステム EneSCOPE、プ
ロセスデータベース PREXION、協調オートメーショ
ン・システム Harmonasとの接続により、PLCを介さ
ずに接続が可能で各ライン・装置単位のエア使用
量、原単位、漏洩量の管理を自動化

展

示

会

情

報

展

示

会

情

報

展

示

会

情

報

展

示

会

情

報

インターフェックス ジャパン

関東グランドフェア2009

サーモテック2009

第41回 管工機材・設備総合展

会　　期：7/1（水）～7/3（金）
時　　間：10:00～18:00（最終日は17:00終了）
会　　場：東京ビッグサイト
主　　催：リード エグジビション ジャパン株式会社
入 場 料：5,000円（招待状持参者及びWebサイト

事前登録者は無料）

会　　期：7/3（金）～7/4（土）
時　　間：7/3 10:00～17:30、7/4 9:30～16:30
会　　場：幕張メッセ

会　　期：7/22（水）～7/24（金）
時　　間：10:00～17:00
会　　場：東京ビッグサイト
主　　催：社団法人 日本工業炉協会
入 場 料：1,500円（招待状持参者は無料）

会　　期：7/29（水）～7/31（金）
時　　間：10:00～18:00（最終日は17:00閉場）
会　　場：東京ビッグサイト　東4ホール

● 株式会社 山武　アドバンスオートメーションカンパニー　コールセンター　TEL：0466 -20 -2143

● 株式会社 金門製作所 東京支店　TEL：03-5980-5035

● 株式会社 山武　アドバンスオートメーションカンパニー　コールセンター　TEL：0466 -20 -2143

● 株式会社 金門製作所 東京支店　TEL：03-5980-5035

＊1 AdaptivCOOLは、Degree Controls社の登録商標です。

出展内容：エネルギーマネジメントシステム、CO2マネ
ジメントシステム、環境モニタリングシステ
ム、風量制御バルブ、医薬品MES、原薬
製造システム、リアルタイム細菌センサ、
キャリブレーションサービスなど

主　　催：ユアサ商事株式会社
入 場 料：無料
出展内容：水道メーター、電池式電磁水道メーターなど

出展内容：燃焼安全装置（火炎検出器、バーナコ
ントローラなど）、各種エネルギー計測機
器（温度、圧力、気体流量）、コントローラ

（デジタル調節計）、省エネ監視システム
など

株式会社 韓一MEC
（Hanil Mechanical & Electrical Consultants）
創　　業：1966年　
本　　社：大韓民国ソウル特別市
資 本 金：10億ウォン（非上場）
代　　表：鄭 且 壽（チョン チャ ス）
売 上 高：9,736百万ウォン（2008年）
従業員数：153名
 事業分野：機械／電気／衛生／消防設備設計・監

理、改修計画立案、設備劣化診断、エネル
ギーコンサルティング、エネルギーシュミレー
ションなど

ニ

ュ

ー

ス

米国Bio Vigilant Systems社の経営権を取得、ライフサイエンス市場における新たな事業を展開
株式会社 山武は、細菌検知機器「リアルタイム細菌セ
ンサ IMD（アイエムディー）」の製造・販売をしている米
国Bio Vigilant Systems（バイオビジラントシステムズ）
社の株式の約70%を購入、経営権を取得しました。
Bio Vigilant Systems社は、光学・バイオ技術を中心と
した研究開発型のベンチャー企業です。同社が開発し
たリアルタイム細菌センサは、空間に浮遊する微生物を
瞬時かつ連続的に検出することができます。従来の検
査手法による微生物の検出は、人が介在して1週間程

● 株式会社 山武　経営企画部広報グループ　TEL：03 - 6810 - 1006　

度の時間がかかるという常識がありましたが、これを覆す
画期的な製品です。
また、リアルタイム細菌センサは、既に米国食品医薬品庁

（FDA：Food and Drug Administration）の原薬等原
簿登録制度（医薬品マスター・ファイル制度）に登録され
ております。更に今後、伸長が期待されるライフサイエンス

（製薬・バイオテクノロジー）市場はもとより食品市場・工
業系クリーンルーム市場などにおいても、IMDを重要な戦
略製品として位置付け、環境制御事業の拡大を図ります。

Bio Vigilant Systems, Inc
所 在 地：2005 W. 

Ruthrauff 
Road, Suite 151 
Tucson, AZ 85705 USA

社　　長：Deward F. Manzer （デワード エフ マンツァー）
売 上 高：1億2千万円（2008年度）　
従業員数：23名
事業分野：細菌検知機器の製造・販売

The Energy
事 業 主：PT. Api Metra Graha
所 在 地：JI. Jend. Sudirman Lot 11A, Kawasan 

Niaga Terpadu Sudirman（SCBD）, 
Jakarta 12190, Indonesia

建築規模：地下5階、地上43階建、敷地面積8,263
㎡、延床面積65,686.27㎡

主　　催：東京管工機材商業協同組合
入 場 料：無料
出展内容：水道メーター、電池式電磁水道メーターなど

導入商品：建物管理システム savic-net FX（ビル
ディングオートメーションシステム）、統合型
ビルディングマネジメントシステム、省エネ
ルギープログラム（節電運転制御、電力デ
マンド制御など）
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